
第13回  通常総会　議案書  

日　時 2020年２月15日（土）16時00分～ 

場　所 そらち炭鉱の記憶マネジメントセンター 
 岩見沢市１条西４丁目３　☎0126-24-9901 

　 

１．開　会 

２．理事長挨拶 

３．議長・議事録署名人の選任 

４．議案審議 
 第１号議案 2019年事業活動報告 

 第２号議案 2019年活動決算報告、監査報告 

 第３号議案 2020年事業活動計画 

 第４号議案 2020年活動予算 

５．議長退任 

６．閉　会 



設立から12周年を迎えた2019年は、指定管理を受託している夕張市石炭博物館で４月18日深夜に模擬坑道火災
が発生する一方で、５月には《炭鉄港》が日本遺産に認定され、12月には北海道地域文化選奨特別賞の受賞が
決定するなど、波乱万丈の年となりました。以下、各事業ごとに、2019年の活動についてご報告します。 

［活動計画に対して：○=達成 △=途上 ×=未了］ 

■出版事業 

△ブックレット・解説資料の刊行： 
《炭鉄港》の日本遺産認定に伴って、《炭鉄港》に関するブックレットを刊行しました。 

■炭鉱遺産事業 

○「炭鉄港」日本遺産との連動による炭鉱遺産のクローズアップ： 
５月の《炭鉄港》日本遺産認定に伴い、炭鉄港推進協議会の活動を積極的に支援しました。日本遺
産効果は著しく、講演などさまざまな形での依頼案件が相次ぎ、炭鉱の記憶への理解は一段と広が
りました。また、炭鉱遺産で次のような催事を開催したところ、約4,000名の参加がありました。 

５月・７月・８月「奔別立坑敷地公開」（19日間、来訪者数2,166名） 
７月・８月「炭鉱の灯り」（唐松駅・奔別立坑、石炭博物館、赤平立坑、来訪者約200名） 
９月・10月「赤平アートプロジェクト」（15日間、来訪者数約1,000名） 
９月・10月「ぷらぷらまち歩き」（16回、参加者数569名） 

○《炭鉄港》日本遺産との連動による小樽・室蘭との広域連携の強化： 
《炭鉄港》日本遺産認定によって、小樽・室蘭でも様々な動きが生まれ、炭鉄港市町村議員連盟と
の協調して３地域を結ぶ関係性の強化を図りました。 

６月：日本遺産認定特別記念講演会を㈳むろらん100年建造物保存活用会と共催で開催 
７月：炭鉄港議連の総会・記念講演会を夕張市石炭博物館で開催 
10月：小樽で開催されたスイーツフェスタへ出店、コミニユティーFM公開番組に出演 
12月：室蘭市民演劇「鐵の人」の札幌公演への協力 

■学術支援事業 

○歴史的経緯を踏まえた鹿児島との継続： 
2019年も㈱島津興業からの受託調査が継続されたことにより、鹿児島と北海道との歴史的経緯を
踏まえた活動を、例年以上に密接に展開することができました。 

３月：当法人職員２名が鹿児島で研修 
４月・11月：尚古集成館松尾館長が夕張市石炭博物館のアドバイザー会議に参画 
10月：太田総務課長が（鉱山）保安に関する調査 
10月：尚古集成館小平田学芸員が岩見沢中央小学校と岩見沢青年会議所の行事参画を仲介 
11月：尚古集成館松尾館長による炭鉄港議連主催講演会を仲介 
12月：空知総合振興局青木局長ら一行、当法人職員２名が鹿児島で研修 
通年：尚古集成館で《炭鉄港》に関する展示解説コーナーを設置 

また、2019年11月に仙巌園内にある反射炉（世界遺産構成資産）の前にオリエンテーション施設
が開業しましたが、ここでも鹿児島と北海道の関係についてアピールしているほか、ここで販売予
定の解説ブックレットの編集を当NPOで行っているところです。 

×《夕張ＣＭ》をはじめとした学術機能支援の充実： 
坑道火災への対応で実施できませんでした。 

■市民団体連携事業 

○シーニックバイウェイ展開などを通じた他管内の機関・団体との連携： 
《炭鉄港》など活動の様々な局面を通じて、地域内外の機関・団体と良好な関係を築く取り組みは、
マネジメントセンターの一連の活動の中で展開しました。 

３月・11月：岩見沢シビックプライド探求部での講演・講師派遣 
８月：アルテピアッツァ美唄での「齊藤靖則模型展」共催 
10月：岩見沢市まちあそび人生ゲームへの参加協力 
10月：岩見沢駅まるで《炭鉄港》とトラス橋について石川理事講演 
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○国内外の関係者・団体への対応： 
マネジメントセンターには各地各所から多様な求めが寄せられ、積極的に対応しました。 

■拠点施設事業 

○そらち炭鉱の記憶マネジメントセンターの安定的運営： 
限られた経営資源のなかで《岩見沢ＭＣ》の開館を継続し、地域のワンストップ拠点としての機能
を発揮することができました。2019年１～12月の入館者数は4,998名（2017年4,436名・2018年
4,763名）で、ほぼ安定的に推移しています。 

○《岩見沢ＭＣ》開設10周年記念事業の開催： 
開設から10年を迎えたことを記念して、８～９月に10周年企画展示「ブログでたどる回顧展」を開
催するとともに、記念トークショーを２回開催しました。 

■ヘリテージツーリズム事業 

×《赤平ＧＣ》《夕張ＣＭ》を起点とした広域周遊の促進： 
　坑道火災への対応で実施できませんでした。 

■石炭博物館事業 

△運営体制確立によるサービス業としての基礎要件の充足： 
４月18日深夜に模擬坑道で火災が発生し、消火活動への協力、道央圏各自治体消防隊へのホール提
供など、災害対応にあたりました。会員の皆さまには多大なご心配をおかけしたことをお詫び申し
上げるとともに、寄せられたご支援に対して深く感謝申し上げます。 
６月８日から本館・地下展示での営業を再開しましたが、2019年の入館者数は当初想定20,000人
に対して13,278人（前年度32,435人：▲59％）となり、減収額は12百万円にのぼりました。10月
まで設置者側から何らの説明も相談もない状態が続いたことから、10月の人事異動を機に申し入れ
を行い協議を開始し、3,611千円の2019年度分指定管理料の増額、協定書の見直しを行うことで、
12月末に合意しました。 

△指定管理業務の着実な実施と博物館の質的充実に向けた展開： 
フロント部門の改善については、７月に㈱島津興業から経営アドバイスのための人員派遣を受け、
来館者アンケートの恒常的実施、ＳＮＳでの情報発信の強化などに取り組んだ結果、来館者からの
評価は大きく改善しました。しかし、懸案の展示内容の強化は全く取り組みを進めることができず
に終わり、次年度に向けた喫緊の課題となっています。 

■会務 

△会員サービスの充実： 
２月の会員交流会開催、石炭博物館優待券配布など、会員サービスの向上に努めました。 

×新たな運営体制の整備： 
《岩見沢ＭＣ》《赤平ＧＣ》《夕張ＣＭ》の３拠点体制下で、法人の安定・発展に向けて、専従役
員体制など新たな体制構築が不可欠な状況にありますが、《夕張ＣＭ》の安定運営に時間を要して
いることから、次年への課題となりました。 
○会員数： 
［2019年12月末］総数=351名（昨年末337名）、運営会員=55名（同52名）、一般会員=273名
（同263名）、賛助会員=23社団体（同22社）、［動静］入会=34名（同35名）、退会=20名（同
20名）、種別変更=1名（同1名） 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 2019年度活動決算報告、監査報告

単位：円

Ⅰ　資産の部
１　流動資産

現　　金 32,948
普通預金 北洋銀行 3,235,466
普通預金 北洋銀行［石博］ 231,325
普通預金 空知信用金庫 21,013
普通預金 北海道労働金庫 6,349
普通預金 ゆうちょ銀行 49,083
郵便振替口座 300,011

現金・預金小計 3,876,195
売掛金 81,320
棚卸資産［販売用書籍］ 394,565
前払費用［家賃］ 150,000
未収収益［石博指定管理追加］ 3,611,000
仮払金［消費税地方税中間納付］ 685,100

流動資産合計 8,798,180
２　固定資産

工具器具備品 1,441,552
減価償却累計額 △ 756,359

有形固定資産小計 685,193
敷　　金 50,000

投資その他の資産小計 50,000
固定資産合計 735,193

資産合計 9,533,373

Ⅱ　負債の部
１　流動負債

未払金 1,159,114
前受金［㈱島津興業］ 1,335,000

流動負債合計 2,494,114
２　固定負債 0

固定負債合計 0
負債合計 2,494,114

正味財産 7,039,259

第２号議案

科　　　　　目 金　　　　　額

2019年　その他事業会計　財産目録

2019年　特定非営利活動に係る事業会計　財産目録
2019年12月31日現在

2019年12月31日現在

該当事項なし



単位：円

Ⅰ　資産の部
１　流動資産

現　　金 32,948
普通預金 北洋銀行 3,235,466
普通預金 北洋銀行［石博］ 231,325
普通預金 空知信用金庫 21,013
普通預金 北海道労働金庫 6,349
普通預金 ゆうちょ銀行 49,083
郵便振替口座 300,011

現金・預金小計 3,876,195
売掛金 81,320
棚卸資産［販売用書籍］ 394,565
前払費用［家賃］ 150,000
未収収益［石博指定管理追加］ 3,611,000
仮払金［消費税地方税中間納付］ 685,100

流動資産合計 8,798,180
２　固定資産

工具器具備品 1,441,552
減価償却累計額 △ 756,359

有形固定資産小計 685,193
敷　　金 50,000

投資その他の資産小計 50,000
固定資産合計 735,193

資産合計 9,533,373

Ⅱ　負債の部
１　流動負債

未払金 1,159,114
前受金［㈱島津興業］ 1,335,000

流動負債合計 2,494,114
２　固定負債 0

固定負債合計 0
負債合計 2,494,114

Ⅲ　正味財産の部
１　前期繰越正味財産 6,596,440
２　当期正味財産増加額 442,819

正味財産合計 7,039,259
負債および正味財産 9,533,373

該当事項なし

2019年　その他事業会計　貸借対照表
2019年12月31日現在

科　　　　　目 金　　　　　額



単位：円

１．受取会費
受取会費 2,135,000

２．受取寄付金
受取寄付金 2,874,737

３．事業収益
商品・書籍・飲食販売 3,017,873
ガイドツアー 80,500
業務受託 1,940,350
指定管理 13,939,000
入館料 8,801,520
受託調査 6,914,040
その他 500,543 35,193,826

４．助成金
0

５．補助金
道空知総合振興局 2,900,000

６．その他収益
受取利息 107
雑収益 0 107

経常収益合計 43,103,670

１．事業費
　　⑴人件費

給料手当 13,394,650
法定福利費 1,571,590
雑給 13,400

人件費計 14,979,640
　　⑵その他経費

売上原価 2,138,629
謝金 5,067,021
通信費 582,566
光熱用水費 5,753,240
旅費交通費 2,329,163
旅費日当 527,500
広告宣伝費 113,360
交際費 99,545
会議費 523,292
消耗品費 2,579,192
図書費 61,836
印刷費 847,388
修繕費 299,148
地代家賃 150,000
保険料 335,070
委託料 761,200

2019年　特定非営利活動に係る事業会計　活動計算書
2019年１月１日～2019年12月31日



租税公課 6,860
諸会費 146,900
賃借料 1,876,856
支払手数料 149,692
職員研修費 241,058
雑費 204,850

その他経費計 24,794,366
事業費合計 39,774,006

２．管理費
　　⑴人件費

給料手当 300,000
役員報酬 360,000

人件費計 660,000
　　⑵その他経費

旅費交通費 42,170
租税公課 1,123,900
減価償却費 201,675

その他経費計 1,367,745
管理費合計 2,027,745

経常費用合計 41,801,751
当期正味財産増加額 1,301,919

法人税・住民税・事業税 859,100 859,100
前期繰越正味財産額 6,596,440
当期正味財産合計 7,039,259

該当事項なし

2019年１月１日～2019年12月31日
2019年その他事業会計　活動計算書





 

2020年事業活動計画（2020年01月01日～12月31日） 

■出版事業 
○ブックレットの発刊 
〇関連資料の制作 

■炭鉱遺産事業 
○ぷらぷらまち歩きの開催 
○奔別敷地公開の実施 

■学術支援事業 
○歴史的経緯を踏まえた鹿児島との交流継続 
〇地域シンクタンクとしての展開 

■市民団体連携事業 
○《炭鉄港》などを通じた他管内の機関・団体との連携 
○国内外の関係者・団体への対応 

■拠点施設事業 
○そらち炭鉱の記憶マネジメントセンターの位置づけ・機能の見直し 

■ヘリテージツーリズム事業 
○《赤平ＧＣ》《夕張ＣＭ》を起点とした広域周遊の促進 
〇鹿児島との相互交流事業（10月29～31日） 

■石炭博物館事業 
〇指定管理業務の着実な実施 
〇博物館の質的充実に向けた展開 

■会務 
○会員サービスの実施 
〇企業賛助会員の拡大 
○新たな経営戦略と運営体制の検討 
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 2020年度活動予算

金　額（円）
Ⅰ　経常収益

１．受取会費 3,300,000
２．受取寄付金 300,000
３．事業収益 28,000,000
４．助成金 0
５．補助金 1,500,000
６　受取利息 500
７　その他事業からの繰入金 0

経常収益合計 33,100,500

Ⅱ　経常費用
１　事業費

人件費 15,500,000
経費　出版事業 800,000
　　　遺産保全活用事業 400,000
　　　学術支援事業 2,000,000
　　　市民団体連携事業 500,000
　　　拠点施設運営事業 2,000,000
　　　ﾍﾘﾃｰｼﾞﾂｰﾘｽﾞﾑ事業 1,300,000
　　　石炭博物館事業 10,000,000

事業費小計 32,500,000
２　管理費

人件費 300,000
その他経費 1,100,000

管理費小計 1,400,000
経常費用合計 33,900,000

法人税・住民税・事業税 150,000
当期正味財産増加額 △ 949,500
前期繰越正味財産額 7,039,259

当期正味財産合計 6,089,759

該当事項なし

光熱用水費など経常経費

事務局長手当300

会議100、租税公課1,000

炭鉄港日本遺産500、GC売上原価800

MC3,800、GC1,700、CM10,000

第４号議案

主要な細項目（千円）

運営500、一般800、賛助2,000

受託調査3,000、MC2,000、GC3,000、CM20,000

2020年１月１日～2020年12月31日

2020年　特定非営利活動に係る事業会計　活動予算書
2020年１月１日～2020年12月31日

2020年その他事業会計　収支予算書

仕入書籍売上原価200、出版原価600

科　　　　　目

受託調査売上原価1,700、その他300

MC飲食物販原価300、市民活動支援200

道地域づくり総合交付金1,500




